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フィリピン共和国 

国の概要 

面積 298,170 km² 

人口 1 億 1272 万 9484 人（2024 年 フィリピン国勢調査） 

首都 マニラ 

教育行政組織  

 国 教育省 

 地方 地方支庁 学校支区 地区支所  

教育課程基準 教育省がフィリピン全国における同一の教育課程の基準を定めている。 

教科書制度  

 教科書の定義 
教室で教員の指導で用いられ，1 教科について説明されている図書（図書出

版事業発展法 3 条）。 

 発行主体 教育省は発行しておらず，民間の会社が発行している。 

 
国定，検定，認

定などの制度 

公立学校が使う教科書は，国による検定制度がある（国家図書出版事業発展

法 11 条）。私立学校で使う教科書は地方支庁への届け出が必要（教育省令第

122 号）。 

 
採択・選定など

の制度 

採択の権限  公立学校…教育省。 
       私立学校…各学校。 

 使用義務の有無 使用義務については特に法律で定められていない。 

 有償・無償 
公立初等学校では，貸与制から無償給与制に代わりつつある。 
しかし，私立学校では親が書店や学校で購入することが多い。 

 給与・貸与 

大部分の公立学校では，年度ごとに児童生徒に貸与される。各教科で 1 冊の

教科書を一人の子どもが使うことができる地方もあれば，複数の子どもで使

わなければならないところもある。学年，教科によっても，教科書が十分あ

る場合と，そうではない場合とがある。 

 教科書の特色 

年度ごと，教科ごとに教科書が 1 冊である場合がほとんどであり，小学校低

学年から厚みが 2 センチ以上あることが多い。公立学校で使用される教科書

は，表紙以外は白黒であることが多い。 

デジタル教科書の状況 
公立学校では，ほとんど普及していない。私立学校の一部でタブレットが使

用されるにとどまる。教育大臣は 2024 年 1 月 25 日に「教育省デジタル教育

ビジョン 2028」を発表し，デジタル教科書の作成普及に力が入れられている。 

 


